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補助金を活用してアリタセラが生まれ変わりました♪

今回の表紙

　今回活用した「商店街活性化・観光消費創出事業」は、商店街組織等が地域と連携し、専門家
の指導を受けて実施するインバウンドや観光等の新たな需要を効果的に取り込むために必要な商
店街等の環境整備について、消費の喚起につながる実効性のある取組の支援を目的としています。
ハードとソフト両面で利用できる中小企業庁が管轄する補助事業で、アリタセラ/有田焼卸団地

（協）は平成31年度と令和2年度に採択を受け実施されました。
　平成31年度は、来街者に快適に過ごしていただけるよう施設改修やFree Wi-Fi導入、外国人観
光客の接客応対・免税店対応の体制（自動翻訳機・パスポートリーダー）が整い、ＥＶ電気自動
車充電設備、公共トイレの洋式化などを整備し、令和2年度は、「Arita Será TIMES」による情報
発信の強化や、魅力的な施設とするために、中央大通りを歩車共存道路・ボンエルフ（オランダ語）
化し、植栽などにより緑豊かな環境へと整備しました。その他、イベントの見直しを行い、新た
な来訪目的を創出しています。
　新型コロナウイルス感染症の影響による外国人観光客の激減、２年連続で有田陶器市はWeb開
催と、お披露目の機会は少なくなっていますが、アリタセラでは感染防止対策を実施して通常営
業を続けており、「＃アリタセラ」とタグ付けされたSNS投稿も増えています。
　新しく生まれ変わったアリタセラへ是非お越しください。
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第 66 回通常総会開催
　去る５月２０日（木）１５時より、佐賀市の
ホテルニューオータニ佐賀にて本会の第６６
回通常総会を開催いたしました。
　馬渡雅敏副会長(公益社団法人佐賀県ト
ラック協会会長)による開会の辞、内田健会
長の挨拶の後、杉町謙吾副会長(佐賀信用金
庫理事長)が議長に選出され議案審議に入り
ました。議事では、第１号議案として令和２
年度事業報告、決算報告承認の件について、
第２号議案として令和３年度事業計画、収支

予算決定の件について上程され、第１号議案、第２号議案とも出席者全員の賛成を得て可決・承
認されました。

　議案審議終了後、ご来賓として山口祥義佐
賀県知事、藤木卓一郎佐賀県議会議長に臨席
いただく中、本県の中小企業団体制度振興に
特に功績のあった、佐賀ニット協同組合理事
長飯田清三氏、鹿島市管工事協同組合理事長
大隈末義氏、神埼そうめん協同組合理事長井
上義博氏の３名の方が中小企業団体功労者と
して顕彰されました。
　その後、山口祥義佐賀県知事、藤木卓一郎
佐賀県議会議長よりご祝辞をいただき通常総
会は盛会裏に終了しました。

▪▪▪令和３年度中小企業団体功労者受賞者▪▪▪

飯田　清三　氏 大隈　末義　氏

鹿島市管工事協同組合
理事長

佐賀ニット協同組合
理事長

井上　義博　氏

神埼そうめん協同組合
理事長
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令和３年度  中央会の主な実施事業
　総会にて、以下の事業が中央会実施事業として承認されました。

１．��連携組織支援機関としての実績と支援をベースにした事業活動支援
　中央会の中心的業務となる巡回指導をはじめ、これまで蓄積してきた支援実績等を踏
まえながら、引き続き、組合並びに組合員企業の経営改善等に関する支援を行う。
（１）組合及び組合員企業の経営革新支援（助成事業の有効活用）
（２）組合の管理運営に対する支援
（３）組合青年部の活性化支援
（４）各種情報の提供
（５）組合及び組合員企業の情報化促進支援
（６）表彰及び諸栄典への具申

２．中小企業をめぐる環境の変化、新たなニーズに対応した多様な企業連携への支援
　中小企業をめぐる環境の変化や新たなニーズに対応していくため、日常的な巡回支援
等の中で、情報収集・情報提供を行いながら、課題解決に向けた異業種との連携、ネッ
トワークづくり等に対して継続的に支援を行う。
（１）創業、経営革新、新連携、農商工連携などを目的とする連携組織の設立、運営
　　 支援
（２）創業を目的とする企業組合等の設立推進
（３）新たなネットワーク作りへの支援

３．業界振興の方向づけへの支援
　緻密な巡回指導・支援による業界の実態・ニーズの把握と業界並びに企業が抱える課
題の解決に向けた集中支援により業界の振興発展を支援する。
（１）業界の活性化支援
（２）地場産業の活性化支援
（３）課題を抱えている業界等への集中支援
（４）成長産業への支援強化
（５）人材育成への支援強化

４．業界を通じる地域・社会の課題への積極的対応
　企業単独の取り組みでは解決が難しい業界を通じた地域・社会の課題に対して、関係
機関と連携を図り、各種事業を活用しながら、積極的に対応し支援を行う。
（１）社会環境変化への対応支援
（２）労働問題への対応支援
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５．他支援機関との連携による効果的な企業活動の支援
　経営力の充実・強化をはじめ、販路開拓、資金確保、新商品開発など様々な課題に対
しては、専門的な機関からの支援が必要であるため、それぞれの課題に対応した専門機
関と連携を図りながら円滑に支援を行う。
（１）行政・中小企業支援機関との連携強化
（２）金融機関との連携強化
（３）大学・研究機関・専門家との連携強化

６．業界ニーズの把握と施策反映への活動
　経営環境を取り巻く課題の中には、国や県等が関わるものがあり、こうした課題に対
して佐賀県中央会あるいは九州・全国レベルでの課題抽出とニーズ把握を行い、引き続
き国や県などの関係機関へ要望・陳情を行う。
（１）業界ニーズの把握と総意形成

７．事務局機能の強化
　業界・組合等が抱える課題やニーズは、ますます多様化しており、これらの課題やニー
ズに積極的かつ効果的に対応するため、事務局職員の支援力強化に向けた意識改革と資
質向上を図る。
（１）指導員の意識改革と資質向上
（２）事業評価システムの実施

８．自主財源の確保による財政基盤の強化
　連携組織指導機関としての機能強化に向け、会費収入拡大、経常経費の徹底削減によ
り財政基盤の強化を図る。
（１）会員増加による会費収入の拡大
（２）収益事業の増大
（３）費用の削減

①令和3年度諸制度改正に伴う専門家派遣等事業（詳細は4ページをご覧ください。）
②�中小企業連携組織等支援事業（組合の勉強会等にご活用ください。オンライン
研修にも利用できます。）
③中小企業BCP策定支援事業（BCP策定、事業継続力強化計画の認定を支援します。）
④�取引力強化推進事業（６月頃公募開始予定。公募を開始する際は、本会のHPに
も掲載しますのでご覧ください。）
⑤SDGｓへの対応（研修会を実施される際は、講師を派遣します。）

今年度の事業について、実施団体を募集しております。
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　本事業では、諸制度改正等に関連する多様なテーマに対応した講習会や専門家の派遣を
行うことができます。

例えば
□新型コロナウイルス感染症により影響を受けた組合等への経営改善等支援
□消費税対策
□働き方改革への対応
□人材育成
□生産性の向上
□事業承継
□特定地域づくり事業協同組合
□その他の諸課題解決に向けた取り組み等

　無料で専門家が組合・会社の事務所に赴き、助言を行うこととしており、組合別講習会
の開催もできます。ご希望がある場合は、お気軽にお問い合わせください。

実 施 期 間：～令和４年１月３１日(月)
費　　　用：原則本会が負担します
開催テーマ：諸制度改正等に関連した多様なテーマ(上記参照)

令和３年度
諸制度改正に伴う専門家派遣等事業のご案内

<<お問い合わせ先>>
　　佐賀県中小企業団体中央会　総務部　TEL：０９５２-２３-４５９８
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　事業の継続を脅かす地震、豪雨、感染症など様々な災害に備えて復旧までの手順を
予め検討しておくことで被害を最小限にとどめ、中核となる事業の継続や早期復旧を
可能とする計画のことを「ＢＣＰ（事業継続計画）」と呼びます。
　中央会では、平成３０年度から佐賀県の委託事業「中小企業ＢＣＰ策定支援事業」に
よりＢＣＰ策定を支援してきましたが、令和３年度も引き続き本事業を受託いたしま
したので、ＢＣＰってなに？ＢＣＰって単語は聞くけど何からやれば良いかわからな
いなどＢＣＰ策定に興味のある方は、ぜひお気軽に中央会労働部までご連絡ください。

　去る令和３年３月１７日（水）にグラ
ンデはがくれにてＢＣＰ成果発表会を
開催いたしました。
　基調講演では、有限会社薗田経営リ
スク研究所の薗田恭久様を講師として
お招きし、「佐賀県内の事業者への支
援事例について」というテーマでこれ
まで支援を行ってきた経験を交えなが
らＢＣＰとはどのようなものかについ
てご講演をいただき、認定を受けると
様々なメリットがある「事業継続力強化計画」についても情報提供をいただきました。
　続いてのパネルディスカッションでは、薗田様に加え、実際にＢＣＰを策定された川
崎和巳様（鹿島印刷株式会社）、牧瀬正和様（ヤマトカンキョウ株式会社）、藤雅友様（肥
前陶磁器商工協同組合）の３名にご登壇いただきました。
　「ＢＣＰを策定していたことで新型コロナウイルスへの対応をスムーズに行うことが
できた」、「策定の様式等があるので予想よりも簡単にできた」、「備蓄品を揃えることは
大変だったが、身近なものであるため社員へのＢＣＰ浸透に繋がった」等実際にＢＣＰ
を策定した目線での発表をいただき、会場全体が聞き入り、盛会裏に閉会いたしました。

ＢＣＰ策定支援事業のご案内
災害
・コ
ロナ
に

負け
ない
企業
へ

ＢＣＰ成果発表会開催!!

佐賀県中小企業団体中央会　労働部
ＴＥＬ：0952-23-4598

5



★新コーナー★

商店街の
このお店 ＳＡＧＡしてみらんね 寄ってみらんね　ＳＡＧＡしてみらんね 寄ってみらんね　

　３月27日（土）、佐賀市の中央大通り周辺で「まちあそび人生ゲーム」が開催されました。県内の家族連れ
など約１７０チーム７００人が参加し、街中を歩きながら店舗や商店街の魅力を満喫しました。
　最初に職業カードを引いて、架空の専用通貨「縁」の初任給が入った給料とゲームマップを手に早速スター
ト。ルーレットの数字に従って、コマを進め、止まったお店で専用通貨
の給料をもらったり、買い物を楽しんだりしました。参加した子どもた
ちも真剣勝負でゲームを楽しみ、商店街のお店の方も「以前のにぎわい
が戻ったみたい」と笑顔あふれる１日となりました。
　まちあそび人生ゲームは２０１３年に島根県出雲市で始まった人気イベ
ント。佐賀県では、今回が大町町に続く２カ所目の開催となり、初年度
の令和２年度は令和元年佐賀豪雨災害等で被災した地域の店舗支援の一
環で、県と佐賀市・中央通り周辺の商店街が主催しました。

舞台は商店街　佐賀のまちでリアル人生ゲーム
（唐人町商店街振興組合・佐賀市白山名店街）

お茶の末崎園 白山店（佐賀市白山名店街協同組合）

やきとり 鳥や（唐人町商店街振興組合）

お店紹介

お店紹介

お店から一言

お店から一言

おすすめ商品は？

おすすめ商品は？

　佐賀県特産の「嬉野茶」や自社オリ
ジナルブレンドの「深むし茶」をはじめ、
九州の茶葉を中心に製造・販売をする
佐賀のお茶屋です。
　創業当初より受け継がれた伝統の製
法を守り、緑茶離れが進む現代にペット
ボトルでは味わえない緑茶本来の味を
伝えていきたく「生涯茶道」のもと、
皆様に美味しいお茶を提供できるよう
日々努力を重ねています。

　2019年5月にオープン。
　炭火の香りにふらりと立ち
寄りたくなる焼き鳥店です。
　店長の谷口さんは野球好
きでとてもきさくな方です。

　今年も嬉野茶、深むし茶など「新
茶」の発売期を続々と迎えております。
6/19まで増量キャンペーンも実施中で
すので、ぜひお越しください。

　テーブル席3つと、カウンター
6席のこぢんまりとしたアット
ホームなお店です。ぜひお越し
ください。

　ティーパックシリーズが人気です。（全10種類）
　これからの暑い日には、マイボトルにティーパックと水、氷
を入れて振って持ち歩くと、濃くて冷たい美味しいお茶がどこ
ででも楽しめます。

「豚足」
　数種類の香味野菜で長時間煮込
み、クセを取り除いたおすすめの
逸品です。中はトロッと外はカリッ
とコラーゲンたっぷりです。

「本日の巻きと焼野菜」
　アスパラやソラ豆など季節限定のメニューもあります。

住所：佐賀市白山2丁目4−14
　　　　　（白山名店街北入口の近く）
Ｔ Ｅ Ｌ：0952-22-7701
営業時間：9:30～17:30　定休日：日曜日
Ｈ　　Ｐ：https://www.suezakien.net/

住　所：佐賀市唐人町1-5-4（唐人町の中央通り沿い）
ＴＥＬ：0952-27-7069
営業時間：18:00～24:00  L.O. 23:00
定休日：日曜日
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会場：ロイヤルチェスター佐賀
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公益財団法人
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　 =良い（DI>30%）、　 =やや良い（30%≧DI>10%)、　 =変わらない（10%≧DI>−10%)
　 =やや悪い（−10%≧DI>−30%)、　 =悪い(DI≦−30%)

景況NEWS
令和３年３～４月分

　中央会では、県内３６業界より情報連絡員を委嘱し、毎月その業界の景況等についてご報告を頂
いております。
　ご報告頂いた令和３年３～４月分の景況は下記の傾向を示しています。
　なお、全国中央会が取りまとめている全国の調査結果をご希望の方は本会までご連絡下さい。
全国中央会ホームページ（https://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx）からもご覧いただけます。

3月、4月の傾向

佐賀県内中小企業36業界の景況

　今期（3-4月期）の景況調査結果について＜前月比＞DI（全業種）でみると、主要指標「売上高」は、3月調査期ではプ
ラス34.3、4月調査期ではマイナス19.4となった。同じく主要指標である「収益状況」に関してみると3月はマイナス2.9、
4月はマイナス41.9とマイナス域での推移が続いている。「業界の景況」を見てみると、3月はマイナス17.1、4月はマイナ
ス35.5とマイナス域での推移が続いている。
　一方＜前年同月比＞DI（全業種）をみると「売上高」については、3月調査時点ではマイナス34.3、4月調査時点ではプ
ラス19.4となり、19ヶ月ぶりにプラスに転じた。「収益状況」についてみると、3月調査時点ではマイナス37.2、4月調査時
点でもマイナス29.1とマイナス域での推移が続いている。「業界の景況」についてみると3月調査時点ではマイナス31.4、
4月調査時点でもマイナス25.8となり、マイナス域での推移が続いている。（グラフ参照）

前　　月　　比 前 年 同 月 比

→ → → DI 評価 → → → DI 評価
売上高

[DI]=[増加]−[減少]
48.6% 37.1% 14.3% 34.3% 20.0% 25.7% 54.3% −34.3%
25.8% 29.0% 45.2% −19.4% 45.2% 29.0% 25.8% 19.4%

在庫数量
[DI]=[減少]−[増加]

16.7% 70.8% 12.5% −4.2% 4.2% 66.6% 29.2% 25.0%
10.0% 75.0% 15.0% 5.0% 10.0% 80.0% 10.0% 0.0%

販売価格
[DI]=[上昇]−[低下]

8.6% 85.7% 5.7% 2.9% 8.6% 74.3% 17.1% −8.5%
12.9% 77.4% 9.7% 3.2% 6.5% 77.4% 16.1% −9.6%

取引条件
[DI]=[好転]−[悪化]

2.9% 91.4% 5.7% −2.8% 2.9% 82.8% 14.3% −11.4%
0.0% 90.3% 9.7% −9.7% 6.5% 77.4% 16.1% −9.6%

収益状況
[DI]=[好転]−[悪化]

20.0% 57.1% 22.9% −2.9% 11.4% 40.0% 48.6% −37.2%
0.0% 58.1% 41.9% −41.9% 16.1% 38.7% 45.2% −29.1%

資金繰り
[DI]=[好転]−[悪化]

8.6% 77.1% 14.3% −5.7% 5.7% 71.4% 22.9% −17.2%
0.0% 83.9% 16.1% −16.1% 9.7% 70.9% 19.4% −9.7%

設備操業度
[DI]=[上昇]−[低下]

20.0% 80.0% 0.0% 20.0% 13.3% 53.4% 33.3% −20.0%
0.0% 75.0% 25.0% −25.0% 8.3% 75.0% 16.7% −8.4%

雇用人員
[DI]=[増加]−[減少]

0.0% 97.1% 2.9% −2.9% 0.0% 91.4% 8.6% −8.6%
3.2% 93.6% 3.2% 0.0% 6.5% 83.8% 9.7% −3.2%

業界の景況
[DI]=[好転]−[悪化]

8.6% 65.7% 25.7% −17.1% 5.7% 57.2% 37.1% −31.4%
3.2% 58.1% 38.7% −35.5% 12.9% 48.4% 38.7% −25.8%

●DI［景気動向指数］値（全業種）� 上段が3月分、下段が4月分

（調査票取りまとめ：令和３年５月１４日　情報連絡員総数３６名：３月回答数３５名：回答率９７．２％、４月回答数３１名、回答率８６．１％）
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■��佐賀県菓子工業組合　理事長　中原正博　氏
　���　菓子の需要は少しずつ回復傾向になってきているが、売れ方、
消費形態は同じような状況で、家庭内で消費する商品は商品に
もよるが比較的堅調である。また土産品関連商品は若干上向きに
なってきたが、まだ需要は弱い。お彼岸の法事関係商品も需要は
弱かった。
　�　コロナ禍での菓子の需要、消費は社会生活の現状の流れと同じ
ような傾向になっているので、事業所が販売する地域、販売形態
や消費形態、商品の種類によって、分かれ、温度差があり、需要
も景況感も分かれているようになっている。(3月)
　　需要は、昨年よりは良いが、昨年の4月は、緊急事態宣言中で
　あり、あまり比較はできない。
　�　菓子の需要は少しずつ回復傾向になってきている状況だが、コ
ロナの感染状況で需要の流れが変わったり、止まったり、分かり
にくい状況であった。コロナ禍での菓子の需要、消費形態は変わ
らず、家庭内で消費する商品は比較的堅調である。
　�　土産品関連商品は上向き傾向になってきているが、販売する地
域や事業所で温度差がある。今月も大体同じ状況で、事業所が販
売する地域、販売形態や商品形態、商品の種類によって、分かれ
ている。(4月)

■佐賀県酒造協同組合　事務局長　大坪浩明　氏
　��　3月は、福岡国税局鑑定官室、佐賀大学農学部教授、組合顧問
の製造関係の先生方による官能審査会、いわゆる新酒の出来を見
る新酒研究会を開催しました。
　�　しかし、研究会への出品点数は従来の半数しかなく、コロナ禍
での蔵元の状況が窺われます。それでも、令和2酒造年度の新酒
の出来としては、味と香りのバランスがとれたお酒に仕上がって
いるとの評価がありました。折角、良質なお酒が出来上がってい
るのに、蔵開き等でこれらの新酒を披露できない歯がゆさを感じ
ます。
　�　また、いにしえより酒は消毒液としても使用されていましたが
『コロナの消毒にはならないか』と思わずにはいられません。(3月)

■佐賀県酒造協同組合　事務局長　山﨑みち子　氏
　��　1、2月が落ち込み、3月は若干持ち直し、4月についても昨年

と比べると若干増えています。しかしこれは昨年が4/7から緊急
事態宣言が発令され、酒類の出荷も大きく減少した為、昨年の出
荷量と比べれば増えましたが、一昨年と比べるとまだ大きく減少
しております。

　�　傾向としては、業務用の減少は変わらず続いており、スーパー
やドラッグストアなどで購入される家飲み用の酒類についてはあ
る程度売れている状況です。また数量としてはある程度売れてい
ても安価な購入しやすい商品が多く売れているようですので売上
高としては減少傾向にあります。

　�　但し、組合員の中にはプレミアム感のある酒や、限定品などを
販売し、なんとか売上高をキープする様、努力しております。

� (4月)

■佐賀県豆腐商工組合　副理事長　牟田靖文　氏
　�　大豆と油がまた上がりそうです。(4月)

■佐賀県蒲鉾協同組合　事務局　原田耕佑　氏
　�　先月同様、小売りや業務用販売については減少、量販店につい
てはコロナ前に比べれば販売量は少ないが徐々に増えている。

　�　しかし、4月から材料の高騰が多くなってきて、まだまだ厳し
い現状が続いている。(3月)

■嬉野茶商工業協同組合　理事長　中山明則　氏
　�　3月もコロナの影響を受け、かなり厳しい状態でありました。
　　ただ、在庫はかなり減少しており、新茶に向けて下物の注文が
　増加しております。しかしながら、収益増加するまではいきません。
　コロナやハサップ、インボイスなど今後対応することが多くなり、
　さらに厳しくなると思われる。(3月)
　　新茶のシーズンとなり業界的には活発になっています。しかし、
　コロナの影響もあり、売上の増加は望まれません。
　　各イベントなどが中止となり、また、お茶の生産者さんが売り
　に来てくれないというお店が多数あり、思うように活発に売上が
　増加しない状態です。(4月)

■諸富家具振興協同組合　副理事長　平田尚二　氏
　��　コロナ感染症による緊急事態から、早いもので1年が経過した。

前月比ＤＩの推移（全業種）

前年同月比ＤＩの推移（全業種）

●DI〔景気動向指数〕値の推移
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< 業 界 通 信 >
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収束のめどは見えないものの、感染対策を施しながら人の動きは
活発化している。その影響であろうか、家具インテリアの消費も
オンラインから店頭購入へと元の状況に戻りつつあるが、まだ厳
しい状況である。そのような中、海上輸送費の高騰や為替の円安
などで家具材の値上がりが始まってきている。製造業としては、
どのタイミングでこのコストを商品に転嫁させるか、タイミング
を見計らっている状況でもある。
　�　また、コロナで生活スタイルの変化や購入形態の変化も見られ
てきた。今までは業務用に多かったレンタルやリースなどが、サ
ブスクリプション契約での家具需要といった形で発生してきつつ
ある。今後どのように普及していくかが楽しみである。(3月)
　�　4月の販売傾向は、前年に比べると、増加傾向が見られる。テ
レワークなど巣ごもり環境の変化による需要がその理由と挙げら
れる。住宅の着工は、リーマンショック時よりも減ってはいるも
のの微増のトレンドが見られ、リフォームと合わせて今後の持ち
直しを期待する。政府政策のエコポイントなどで、昨年は家具の
購入マインドを高めた実績があるので、今年度も同じ政策の継続
による需要の喚起に期待する。
　�　資材に関して、様々な資材関連の価格上昇が始まっており、今
後の資材動向が非常に気になる。北米の住宅着工上昇傾向による
木材資源の争奪や、海上輸送の混迷も合わせて、資材価格の上昇
傾向が止まらない状況である。家具インテリア景気に対しての追
い風要因があまり無い状況ではあるが、知恵を絞り需要を喚起す
るような取り組みを行う必要がある。(4月)

■�佐賀県印刷工業組合　理事長　真崎俊夫　氏
�　�　3月は、年度末受注で官公需を中心に例年通りの動きがあった。し
かし、コロナワクチン接種に関する特需や経済対策に関する商品券印
刷等が含まれるため、それらを除けば減少傾向に歯止めはかからない。
　�新年度から、DX社会に向けてのデジタル化が加速していく中でデジ
タルコンテンツ作成の需要が増えることが予測される。これらを業界
各社がどう取り込むかが大きなカギとなりそうだ。(3月)
　�　年度末の繁忙期(3月)から受注が落ち着き、前月より業績も悪化し
た。昨年の4月からコロナの影響を受け始め、イベントや集客に関す
る催事が中止や延期になった。今年の4月も同じく集客に関する印刷
広告物が減少し、先行きが見えてこない。
　�　印刷業のビジネスモデルがデジタル化の波で変革を求められて久し
いが、ここに来て大きく事業の再構築が求められているようだ。
　SDGｓへの取り組みを組合として行いたい。ご指導をお願いします。
� (4月)

■佐賀県陶磁器工業協同組合　総務課長　梅﨑泰志　氏
　���　共販事業全体で見ると、前年比3割減と未だ厳しい状況に変わ
りはない。
　�　首都圏の緊急事態宣言が再度延長され、業務用食器市場はさら
に動きが鈍くなると予想していたが、2月末に先行解除された地
域への物流やネット通販の動きもあり、一部では回復傾向にある
と感じられる。(3月)
　�　これまでのネット関連や海外市場に加え、業務用食器市場にお
いても一部動きが見られたが、全体的に見ると比較対象となる
前々年比4～5割減という状況。月末に東京や関西圏で再度発令さ
れた緊急事態宣言がどのように影響するのか注視していきたい。
� (4月)

■肥前陶土工業協同組合　事務局長　一ノ瀬秀治　氏
　���　3月の陶土共同販売高は対前年同月比97.3％、対前月比
109.3％で推移。新型コロナの影響が出る以前の水準に戻りつつ
あることは好材料なのだが、一般的に流通している陶土の動きは
鈍く、特殊な陶土や比較的安価な陶土の動きが良好なことが数字
を押し上げている様に感じる。(3月)
　�　4月の陶土共同販売高は、対前年同月比約138％、対前月比約
98％で推移する見込み。前々年の同月比でも約90％近くまで回
復してきており、現状がコロナ禍であることを加味すればまずま
ずではないかと思う。しかしながら、事業所間での業況に差が見
られ始めており、少し気になるところでもある。今後を注視して
いきたい。(4月)

■佐賀大和工業団地協同組合　事務局長　中村耕三　氏
　�　当団地は、金属加工、機械部品製造、印刷業の企業が主であるが、
売上は前月比、前年同月比とも増加した企業が多くなった。収益
状況は、前月比は好転したが、前年同月比は、まだ悪化の傾向が
強い。
　�　当団地の共同受電(19社中、17社が利用)の電力使用量合計は、
前年同月比、2月の97％から、3月は99％で推移した。(3月)
　�　売上は前月比、前年同月比とも減少した企業が多かった。しか
し、不変や増加の企業もあり、指標の割合がばらついている。収
益状況は、前月比は不変であるが、前年同月比は、まだ悪化の傾
向が強い。

　�　当団地の共同受電の電力使用量合計は、前年同月比、2月の
97％から、3月は99％、4月は98％の横ばいで推移した。(4月)

■協同組合戸上会　専務理事　牟田秀敏　氏
　��　売上高は、前年比、前年同月比ともに増加している。(3月)
　�　売上高は、前月比は減少しているが、前年同月比では増加して
いる。

　�　自動車関連の業績は、ほぼ例年通りです。しかし、5月は、半
導体関連が難しく、30％減少するものと考えられる。(4月)

■肥前陶磁器商工協同組合　専務理事　藤　雅友　氏
　�　前月比、125.20％、前年比、94.96％。
　�　3月は、先月と比較すると緩やかであるが動きが見られた。先
月に続き、定番商品の前倒しでの仕入れや、海外輸出関連、ネッ
ト関連などについては好調な動きが見られ数字を牽引した。

　また、今回はキャンペーングッズ商品受注などの新しい動きも見
　られた。(3月)
　　前月比、99.18％、前年比130.74％。
��　�　前年は、コロナ感染拡大の影響から共販数字に大きな落ち込み
が見られた。4月の共販数字に関しては緩やかに拡大傾向ではあ
るものの、前々年度の数字と比較すると81.95％、まだまだ厳し
い状況に変わりはない。強みの定番商品に加え、新しい企画関連
の商品などが数字を牽引した。コロナ禍という事もありネット関
連においては、良い数字が掴めているようだ。(4月)

■佐賀青果食品協同組合　理事長　眞﨑喜隆　氏	
　��　3月の業況は、全体的に安定価格での推移であったが、コロナ
の影響でダメージが大きくて飲食店では、廃業される所もあると
聞く。当然、小商人もその影響が大きくて大変な月であった。

　�　また、ハサップ問題で、組合員さんには衛生管理帳の付け方な
ど内容説明を行ったが、届出制などは戸惑っているようである。

　�　また、全青連で九州、四国、中国地方の各県の会長さん達との
リモート会議が行われ、再度ハサップについて、また届出制度、
漬物について(青物の一夜漬けや浅漬け等について)の説明や意見
交換会が行われた。コロナについても各県で色々な対応がされて
いた。

　�　6月からのハサップ(衛生管理)が義務化され、11月30日までに
は青果販売の届出をしなければならない(食品衛生責任者の交付
を含む)などこの先、高齢者や小商人にとっては、解らない点が
多く出るだろうと心配される。(3月)

　�　4月初めは、佐賀でもコロナが多く出てしまい、毎日10人前後
の陽性者が確認され、自粛ムードとなり飲食店が厳しいようで、
納入業者にとっては、とても厳しくなってきた。その後もコロナ
は減少せず、中旬ではコロナ陽性の数が、30人超えの大変厳しい
状態になってきた。下旬においても変異株陽性者等が増加して、
私たち小商人にとっては、大変厳しい状況となっている。

　�　しかし、スーパーなどの総合的な小売店では、売上は堅調に推
移しているようであり、市場においても、入荷量や価格等につい
ては、全体的には前年と同様の数字、価格のようである。納入業者、
小商人にとっては、以前よりも厳しい状況になりそうである。�

� (4月)

■ショッパーズかんざき　理事　坂田重利　氏
　�　まだまだ、コロナ禍の影響で飲食業、飲食業関係の納入業者の
売上が悪い。

　�　今が旬のアサリ貝は入荷量が少ない。昨年の水害の影響と思わ
れる。飲食業の不振及び養殖物の価格が低迷。

　�　歓送迎会の月であるが、今年は極端に少なく、鉢盛等の売上が
悪く、売上、収益に影響あり。(3月)

　�　お客様の買い控えの傾向が見られる。この2~3ヶ月の統計を見
ると買い上げ点数、買い上げ金額が下っている。

　�　市場を見ると、時化が多く、入荷量が減少。今が旬のアサリ貝、
しじみ貝の入荷量が少なく、昨年大雨の影響と見られる。(4月)

■佐賀県石油商業組合　専務理事　光武　繁　氏
　�　ガソリン価格は値上げ、値上げ。
　�　産油国の協調減産と円安による原油上昇のため。(3月)
　�原油上昇がストップし、高止まり。新型コロナ感染拡大防止でガ
ソリン販売量が伸びない。その中で、黄砂により需要が増えたこ
とで洗車は好調だが、そのほかの収益は伸び悩んだ。(4月)

■佐賀県食肉事業協同組合　事務局長　吉田さおり　氏
　�　コロナウイルス感染症の拡大の影響については、組合員店舗で
も影響度合いが違い、組合として対応の術がないことに憤りを感
じている。今年度の事業内容によっては救済策も出てくるのでは
と期待している。(3月)

　�　コロナウイルス感染症による緊急事態宣言に福岡も加わるとい
う事から、佐賀県への影響を危惧している。佐賀県でも感染者数
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の増加が懸念されており、組合員店舗への影響がどのような形で
出てくるのか心配な状況である。飲食店やホテルへの納品が減少
する等の状況が長引けば経営的にも苦しくなる恐れがある。(4月)

■伊万里駅通商店街振興組合　副理事長　本岡一蔵　氏
　��　年度末だが、忙しかったのは3月上旬までで、あとは売上もあ
まり上がらなかった。
�　�　鉄製品の値上げが大きい。国内品と輸入品両方とも上がってい
る。まだ値上げが続くようです。(3月)
　�　年度末も終わり、売上は例年通り落ち着いています。ただ、中
国の影響による建築資材の値上げとコンテナ不足による商品欠品
が続いています。今後の建設業界に影響が出ると思われます。
� (4月)

■佐賀県自動車整備商工組合　専務理事　保利昌宏　氏
　�　令和3年度の「全国専務理事研究会」の研究テーマが決定された。
　テーマ1　�環境変化に対応した自動車整備業の今後のあり方につ

いて
　テーマ2　��整備振興会・商工組合の今後のあり方について
　�　以上、2つのテーマについて、本年7月に開催される当研究会に
おいて意見交換し、次年度に取り組む事業に反映することとして
いる。(3月)
　�　令和2年度の事業概要。
　�　県下の自動車保有台数は684 ,250台で、対前年同期比
100.4％。
　�　車検台数は、280,100台で、対前年同期比102.0％。
　　自動車標板交付枚数は180,875枚で、対前年同期比105.2％。
　　予備テスター場利用は38,750台で、対前年同期比101.0％。
　　事業場数は768工場で、対前年同期比3工場減。
　　新車販売台数では、コロナ禍による上期の大幅な落ち込みで、
　　前年度比90.5％とマイナスとなった。(4月)

■佐賀県美容業生活衛生同業組合　事務局長　石丸忠良　氏
　�　今月の売上は、前月比、前年同月比ともに増加した。今月の営
業日数が前月より増加したことや、各美容室におけるコロナ対策
が定着し、客足が戻り始めたことが要因と思われる。しかしなが
ら、結婚式、卒業式等行事は減少のままであり、式関係の予約客
は依然低迷している。通常ベース(一昨年)の売上に対し、約80％
程度まで回復したとの申し出が多かったが、県内の新型コロナ発
生が収まっていない現況や、全国的に急増している都道府県もあ
り、先行きが不透明なこともあり、前月同様、予防対策実施のさ
らなる徹底とそれをメインに出した店舗経営を行うよう指導を継
続した。
　�　新型コロナによる営業悪化を理由とした組合脱退は発生しな
かった。また、資金繰り悪化のための運転資金や、設備更新等の
設備資金の金融相談はなかったが、新規創業の借入相談が3件あ
り、日本政策金融公庫に斡旋した。(3月)
　�　今月の売上は、前年比では増加したものの、前月比では若干減
少した。各美容室におけるコロナ対策が定着し、客足が戻り始め
た3月であったが、今月中旬から新型コロナ発生増加傾向となり、
このため、予約キャンセルも発生する等、当月下旬の客足が急激
に遠のいたことが要因と思われる。
　�　県内の新型コロナ発生の増加傾向が収まっていない現況や、変
異株が全国的にも急増していることもあり、県内美容店において
も経営の悪化が予想されるため、前月同様、予防対策実施の更な
る徹底とそれをメインに出した店舗経営を行うよう指導を強化し
た。
　�　新型コロナによる営業悪化を理由とした組合脱退の発生はな
かった。また、資金繰り悪化のための運転資金や、設備更新等の
設備資金の金融相談はなかった。
　�　なお、5月17日(月)に開催予定の令和3年度第52回総代会は、
書面決議で開催することが4月26日の理事会において全会一致で
決定された。(4月)

■唐津市旅館協同組合　理事長　松下隆義　氏
���　�　コロナ禍で休業も多く、福岡県の緊急事態宣言解除により少し
ずつ客足も伸びていますが、例年の20％前後で推移しています。
宴会等も全くありません。
　　コロナの支援金の援助をお願いします。(3月)
　　コロナ禍により売上減少で客足が悪いです。
　　唐津マジ割第2弾延期です。(4月)

■佐賀県ソフトウェア協同組合　理事　(事務局担当)　森木　武　氏
　���　首都圏等におけるコロナ禍の影響が、事業活動にも感じられて
きている。
　�　特に3月より新卒対象の採用活動が始まる時期であるが、会合
やイベントがオンライン化していることで、求職側・求人側とも
に十分な対応が得られているかが課題になっている。

　�　また、IT業界ではWeb会議への取組みは早期に対応できたと
思うが、営業活動のスタイルもこのWeb会議を大きく活用して
いることで、企業間・取引先間のコミュニケーション不足となり、
�事業活動へ影響してくることが考えられる。(3月)

��　�　4月は、県内では期首となっているIT企業も多く、また同時に
新年度の始まりでもあるが、新規採用者の現場教育としてのOJT
やOFF-JTの動きにもコロナ禍の影響がある。（外部研修の開催自
粛や県外や首都圏への移動自粛など。）(4月)

■�佐賀県建設工業協同組合　参与　島内俊幸　氏
　�　令和3年3月の公共事業は、件数では、前年同月比で2.4％の増、
前月比で78.0％の増、請負額では前年同月比46.8％の増、前月
比94.2％の増となっている。

　�　令和3年2月の住宅着工は、戸数では前年同月比は19.1％の減、
前月比で19.9％の減、請負額では前年同月比54.6％の減、前月
比で45.2％の減となっている。(3月)

　�　令和３年４月の公共事業は、件数では前年同月比で5.3％の減、
前月比で0.4％の減、請負額では前年同月比7.7％の減、前月比
161.8％の増となっている。

　�　令和３年３月の住宅着工は、戸数では前年同月比は19.9％の減、
前月比で51.7％の増、請負額では前年同月比は47.8％の増、前
月比で28.4％の減となっている。(4月)

■協同組合佐賀県鉄構工業会　事務局長　大坪一徳　氏
　�　手持工事量(0.5ヶ月～5ヶ月)、工場稼働率(30％～100％)と先
月より下降している。鉄骨需要が低位で推移しており、それに伴
う受注単価が低下している。

　�　新規の見積もり物件数が依然として少なく、鉄骨価格の弱含み
で多くの企業が利益確保ができない厳しい状況となっている。

　�　受注価格の低下および鋼材、副資材価格の上昇や一部品種の納
期長期化等で厳しい環境が続く見込み。(3月)

　�　組合員各社の手持ち工事量は1ヶ月～6ヶ月、工場稼働率が70
～100％と前月と変わりない状況だが、低迷が継続している。見
積り物件が依然として少なく、先行きの仕事量の低下が予想され
る。

　�　仕事が少なくなると受注競争が起き受注価格が低下し、厳しい
状況となる。鋼材、副資材価格の上昇が続いており、収益が悪化
している。上昇分を受注単価へ反映することが重要である。(4月)

■佐賀県電気工事業工業組合　事務局長　山口光浩　氏
　�　3月は、年度末でもあり、業界全体では仕事量はあったが、新
型コロナの影響で次年度以降は厳しい状況が予測される。� (3月)

　　4月は、年度の第1四半期でもあり、例年通り全体的に仕事量は
　減少している。
　　加えて、新型コロナの影響で厳しい状況が予測される。
　　引き続き、行政庁等の柔軟な対応及び支援が望まれる。(4月)

■佐賀東部管工事協同組合　事務局長　大串哲也　氏
　�　令和2年度の公共工事受注額は前年度より10％増となった。民
間の給水工事受注件数は、40％減となっている。(3月)

　�　新年度となり、早期発注により、前年同月比60％増の工事受注
ができた。今年度も前年並みの受注が見込める見通しである。

� （4月）

■佐賀県貨物自動車事業協同組合　専務理事　大江孝文　氏
　��　荷動きは悪く、全体的に落ち込んでいた。
　�　収益を大きく左右する燃料価格は、前月比4円/ℓ、前年比11
円/ℓ以上値上がりしており、前年比較での価格差は当面拡大す
ることは確実であり、厳しい状況が続くと思われる。(3月)

　�　荷動きについては、青果物の動きはあるものの全体的に良くな
い。軽油価格は、前年同月比で25円/ℓ以上高くなってきており、
企業の収益状況は厳しくなってきた。

　�　また、パレット積の際に消耗品として使うストレッチフィルム
がコンテナ不足の影響により品薄となってきており価格の上昇が
懸念される。（4月）

※文中の（オレンジ色）の箇所は、中央会・行政庁への要望事項です。
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　従来、組合における総会及び理事会については、議事録に「場所」を記載することが求め
られており、インターネットを利用したバーチャル空間のみで行う総会及び理事会は開催す
ることができないこととなっていました。
　しかしながら、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が長期化している中で、３密を回避
できる方法として、バーチャルオンリー型での開催について要望が挙がるなどニーズが高
まっている状況でした。
　この状況を踏まえ、バーチャルオンリー型での開催を可能とするべく、中小企業等協同組
合法施行規則、中小企業団体の組織に関する法律施行規則及び商店街振興組合法施行規則が
5月14日に改正・施行されました。
　なお、実際にバーチャルオンリー型で総会及び理事会を開催するには、定款の変更が必要
となりますので、詳細については、中央会までお問い合わせください。
(注)今回、生活衛生同業組合の同時改正はありませんのでご留意ください。

バーチャルオンリー型総会について中央会から
のお知ら

せ

作者：はこふぐ

佐賀県内の焼物を擬人化したキャラの
日常を描いた4コママンガです。

TG学園

①③

②④

『遠距離恋愛』

14



　先日、波戸岬まで久しぶりのキャンプに出掛けました。
　その日は海からの風が強烈で、波は岸壁に勢いよく打ち付け、白波が砕け散っていまし
た。（東映映画のオープニングみたい？）キャンプ場からの情報では「さらに強くなる予報で
す」とのこともあり、いつも以上にしっかりとテントとタープ（日よけ、雨除けの布です）の
設営を終えました。しかし、のんびりしたのも束の間、風の威力は増すばかり、急遽風向き
に合わせるように車を海側に移して風除けとし、残念ながら設営もやり直して、暖を取りつ

つ寒さを凌いだところでした。
　さて、未だ収まらないコロナ禍の今も、様々な変化へ
の対応が求められています。皆様方におかれましては、
風を読み、アイデアを駆使し、時に発想の転換も図りな
がら柔軟に対応し、難局を乗り越えていかれると思いま
すが、こんなことができないか、あんなことをやってみ
たいなどございましたら、お気軽にお声掛けください。
新年度を迎え、中央会では各種事業や補助金等も活用
しながらご支援して参ります。今年度もよろしくお願い
いたします。（ｍ）

　組合や組合員企業で行うイベントや行事など、県一円に広く告知したいものがありまし

たら中央会総務部までご一報ください！

編集雑記

　中小企業団体九州大会においては、毎回多数の方々にご参加を頂きましてありがとうござ
います。
　令和３年度の第６１回中小企業団体九州大会につきましては、９月２日に佐賀市の「佐賀市
文化会館」(佐賀県佐賀市日の出１丁目２１−１０)にて開催の予定となっていますので、ぜひご
参加いただきますようお願い申し上げます。
　なお、新型コロナウイルス感染症の状況によっては、予定・内容を大幅に変更する可能性
がございます。
　その際は、改めてご案内させていただきますので、何卒ご理解のほどよろしくお願いいた
します。

令和３年度中小企業団体九州大会の開催について

組合活性化情報誌 　Link リンク　NO.245
令和３年５月30日発行

佐賀県中小企業団体中央会
〒840−0826　佐賀市白山2丁目1番12号

佐賀商工ビル6階
TEL.0952−23−4598   FAX.0952−29−6580

URL http://www.aile.or.jp　E−mail staff@aile.or.jp
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佐賀県火災共済の“各種共済制度”

〒840-0826 佐賀市白山2-1-12　佐賀商工ビル6F
TEL 0952-24-6984　FAX 0952-24-6907

お問合せ・お申し込みは　佐賀県中小企業団体中央会

佐賀県火災共済協同組合

建物が燃えた

台風で瓦が
飛んだ

土砂崩れで家が
全壊した

歩行者にけが
をさせた

他人の車に
衝突した

けがで就業
不能になった

従業員が
けがをした

事故による休業で
売り上げが減った

＊１（共同元受）佐賀県火災共済共同組合・全日本火災共済協同組合連合会　　＊２（元受団体）全日本火災共済協同組合連合会

に関する共済 事故で搭乗者
がケガをした

病気で入院した

仕事中にけが
をした

料理中にやけど
をした

　総務省の統計によると、平成２９年の総出火件数は３万９，３７３件で、単純計算で
１日につき約１０８件の火災が発生しております（前年対比２，５４２件増加）。また、
平成３０年の西日本豪雨を代表に、近年、甚大な被害をもたらす広域災害が多数発生し、
個人・企業財産の損害リスクに備える共済（保険）の重要性が高まっております。
　火災共済では、火事で家が燃えてしまったときの補償はもちろん、台風で屋根が
飛ばされてしまった場合などの“風災”による損害や、洪水で床上浸水した場合などの
“水害”などの自然災害による損害や、窓を割られて空き巣に入られたときの“盗難”な
どの日常生活における事故も補償します。

火災や自然災害等によって、建物や家財・什器備品等に被害を受け、その損害額が数百万、数千万単位になってしまう事も珍
しくはありません。当組合では、これらの損害リスクを補償する共済をご用意しておりますので、お気軽にお問合せ・ご相談
ください。

『火災共済』
～建物に関するリスクに備える～

建物が燃えてしまった 豪雨による土砂崩れで家が全壊した台風で屋根が飛んだ 水濡れが起きた

今月の
PICK UP!

今月の
PICK UP!

本文書は共済制度の概要について記載した案内文書です。詳細につきましては、組合または取扱代理所へお問い合わせください。
なお、共済金をお支払いできない場合等につきましては普通・総合・新総合火災共済約款、および普通・総合・総合火災共済パンフレットをご覧ください。

２０１９年４月１日以降用

個人・企業の
財産

に関する共済
（建物・家財・設備什器等）

◦火災共済＊1

自動車

◦自動車総合共済
◦自動車事故費用共済

＊2

病気やけが
に関する共済

◦医療総合保障共済
◦傷害総合保障共済
◦生命傷害共済
◦交通事故傷害共済

＊2

＊2

＊2

企業・経営者の備え
に関する共済

◦労働災害補償共済
◦�中小企業者�
総合賠償責任共済
◦所得補償共済
◦休業補償共済
◦休業対応応援共済

＊2

＊2

16



17



組合や組合員企業の商品やサービスを紹介していくコーナーです。

Link  Together ※数珠つなぎの意


